
全体構想策定の進捗状況、策定スケジュール（案） 

平成 18年 10月 31日 

阿蘇草原再生協議会事務局 
 
 
 

07.２.下旬 第８回作業部会 

06.11.20 第６回作業部会 

06.10.13 第５回作業部会 
 

06.05.26 第４回作業部会 
・ 肉付け案への意見 
・ 原案作成に向けた文案等 

06.04.26 第３回作業部会 

06.03.01 第２回作業部会 

全体構想骨子案 

06.02.22 第１回作業部会 

06.03.22 第２回協議会 

提出・協議 

意見 

骨子修正案 

全体構想素案 

全体構想最終案 
07.03 中旬 第４回協議会 

阿蘇草原再生全体構想策定 
 

承認 

全体構想原案 
提出・協議 

意見 

07.１.中旬 第７回作業部会 
全体構想素案修正案 

提出・協議 

意見 

意見 

↑ 
これまで 
 
今後 
↓ 06.10.31～11.06 

各小委員会（第２回） 

06.12.14 第３回協議会 

07.01 下旬～07.02 中旬 
各小委員会（第３回） 

提出・協議 

提出・協議 

05.1202 第１回協議会 

06.02 下旬～06.03 中旬 
各小委員会（第１回） 

・ 全体構想策定及び盛り
込む項目について議決 

 

全体構想策定に向けて作業部会を設置 

意見 

４つの小委員会
を設置 



■阿蘇草原再生の目標（３章） 

＜分野別目標＞ 

 

 

①美しく豊かな草原の再生 

②草資源でうるおう農畜産業の再生 

③草原に囲まれて人々が生き生きと暮ら

す地域社会の再生 

参考：阿蘇草原再生全体構想原案の構成について                                       06.10.23 阿蘇草原再生協議会全体構想作業部会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■役割分担（６章） 

◇協議会構成員の果たす役割 

・ 様々な実施主体が、それぞれの責任において取り組みを実施。 

・ 互いに連携・協力しながら、それぞれの取り組みをよりいっそう効果的に展開。 

・ それぞれの活動の実施計画案を協議会で協議。 

◇役割分担表 

※ 提案：構成員全員へのアンケート調査をもとに、取り組み内容別、構成員の分類別

に役割分担を表で示す。 

■取り組みの柱          ■取り組みの内容              （５章） 

■阿蘇草原再生の対象（２章） 

◇対象についての考え方 

・ 阿蘇本来の豊かな草原の生態系が

存在する野草地の保全・再生及び維

持を目指す。 

・ 人工草地は阿蘇草原再生の直接の

対象とはしないが、農畜産業の活性

化や草原生態系の質の改善向上に

向けて、連携して進める。 

◇活動の対象とする区域 

・ 阿蘇市及び阿蘇郡内の草原及びそ

の周辺（過去に草原であった場所も

含む） 

 

＜目標＞ 

草原の恵みを持続的に活かせる仕組みを 

現代に合わせて創り出し､かけがえのない 

阿蘇の草原を未来へ引き継ぐ 

◇目指す姿 

●暮らしに恵みをもたらす草原 

・ 地域の人々の暮らしと草原が密接に関わり、草原の恵

みを持続的に享受できる仕組みが動いている 

●人と生き物が共生する草原環境 

・ 盆花に象徴されるように、様々な草花が咲く豊かな草

原環境が保たれている 

■取り組みの進め方（４章） 

◇阿蘇ならではの草原再生を進めるために 

①地域に培われてきた知恵と技術に学ぶ 

②経済的基盤の確立など継続的な活動の推進 

③地域ごとの特性に合わせた取り組み 

◇自然再生に共通の考え方を踏まえて 

①様々な主体との連携・協働 

②科学的知見の活用や実証的な手法による進め方 

③情報の公開、発信と共有 

(１)牧野利用の促進と、多様

な形での維持管理の継続 

 

(５) 草原の再生に寄与する

観光利用の推進 

(３) 理解、愛着を持つ人々を

増やす草原環境学習の推進 

(２) 多様な動植物が生息・生

育できる草原環境の保全と

再生 

(４) 野草の資源価値の見直

しと循環利用の促進 

 

(６) 野草地保全に配慮した

土地利用と管理の推進 

■「阿蘇草原再生」とは（１章(5)） 

・ 阿蘇郡市内の草原地域において、地

域の多様な主体の参加により保全や

維持管理を含む自然再生の幅広い取

り組みを進め、以前の多様性のある

草原環境を取り戻そうとするもの。 

① 産業としての牧野利用の継続 

② 様々な人々による草原維持管理の継続 

③ 利用や維持管理ができず荒廃が進む場所の再草原化 

④ 集落における草原とのかかわりの継続 

①様々なタイプの入り交じった草原環境の保全と再生 

②野草採草面積の拡大 

③希少動植物の生息・生育地の保全 

① 学ぶ機会や場の拡大、対象に応じた働きかけ 

② 二次的自然のシンボルとしての、草原についての国

民的理解の促進 

③ 草原環境学習の様々な取り組みを支えるための仕組

みづくり 

① 計画的な土地利用の推進 

② 草原の保全や再生に向けての樹木伐採とバイオマス

活用 

③ 周辺の野草地環境に配慮した人工草地の配置や管理 

① 野草資源の利用拡大のための仕組みづくり 

② 阿蘇という地域と野草資源の付加価値を高める 

① 草原に愛着を持てるような観光の仕組みづくり 

② 観光で草原を利用する際のルールづくり 

③ 観光事業者の草原保全への関与 

 

地域内外の様々な人々の連携と 
参加による取り組みの推進 




